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さくらっこ広場通信 第 120 号  梅雨の合間に水遊び 

夕べからの雨で、今日は外遊びはできないかなあ？と思っていたのに、広場が始まる頃には、ちゃんと

雨は上がって、ちょうどよい曇り空。誰かが、祈祷してくれているからかもしれません。今日も、13 組、

なんと 44名の親子の皆さんと、学生はこども保育コース元気な 1年生 6名が入ってくれました。ほんと、

みんな元気です。 

  
これは、本物？？みんな、一瞬「ショーウィンドウに置く、サンプルみたい！」と目を見張りました。 

Ｍちゃんが、7 月 22 日にホットドックを焼く話を聞いて、紙粘土で作ってくれたのです。ウィンナーには、切れ目

も入れてあります。レタスとウィンナーの色は、絵具でつけました。全部、自分で考えて作って、見ていた学生やお

母さんたちが「上手！」と、驚いていました。みんな、とても楽しみにしています。 

 

         
今年初めてプールを出しました。去年のプールには穴が開きました。いっぱい遊んでください！ 

 

 



 

新しい仲間も加わった、「砂遊び隊」です。作りながら、お互い声を掛け合って、「そこはこうだよ」 

「それはしないほうがいいよ」と工事が進んでいるようです。時には、兄弟げんかも起きたそうで・・ 

          
今日の「工事」の中心は、この「橋」を作ることだったとのこと。 

          
水を入れて、遊びだしたのは Kちゃん。ほかの小さいお友達にも、「橋」のことを教えてあげていました。 

 

 

 



 

  

いろいろ、ひっくり返してはダンゴムシ収集に夢中の Aくんです。「おうちでも飼っている」そうで、き

ょうも 30 匹くらいとっていきました。校地内をくまなく探して、カブトムシの幼虫を 3匹見つけたそう

です。「3 匹見つけるなんて、ほんとにレアだよ」と、学生に語ってくれたそうです。ほんと、校地内は

自然がいっぱいです。 

  
室内では、紙粘土遊びに夢中な人たちが。 

  

こちらは、七夕の絵を女子 3人で描いています。   織姫と彦星ですって。すてきです。 

きれいな星空が見えてきて、ワクワクしながら描いています。 



  

   
粘土の型を抜いて、鮮やかな色をどんどんのせていきます。とても楽しそうです。 

     
  「本物の虹は見たことないんだよ。でも形は知ってるよ。」新聞紙のプールに、お母さんと。 

     

               おままごとはいかがですか。 



  
         お菓子屋さんを始めたのは、Yくん Kくん兄弟です 

            

                「料理男子」たち 

   
2 か月になった Kちゃん。学生のほうを見ている感じがでてきました。 

お姉ちゃんのＳちゃんと、お兄ちゃんになったＨくんは、何となくママのそばにいたいみたい。 

            

        赤ちゃんが、ママにだっこされて、今度は Sちゃんと学生が遊びます。 



  
なかなか、激しい遊びです。手をはさめないでね。6年生の Hくんが、中からハイテンションの子どもた

ちを落ち着かせています。すごいです。長年の付き合いというか・・ 

           
      紙風船を膨らます方法を学生が教えたら、やってみようとする Tくん 

           

      そんなわけで、きょうも大盛況、みんな思い切り遊んでよかったね。 

 

 

 

 



               

＜7月、8月の予定＞ 

７月２2 日（土）  ＊ホットドックを作ろう：食物栄養専攻 1 年生 

＊一人一つ、牛乳パックをお持ちください。軍手もあると便利です。 

庄子先生が、火を焚いて、ホットドッグを焼きます。野菜も付け合わせに・・お楽しみ！ 

 

                  8 月５日（土） 夏祭り！ 流しそうめん？＊庄子ゼミ・狩野ゼミ合同 

 

                ☆7 月 15 日（土） 13：30～15：00  

あきらちゃんジャンプくん歌あそび保育セミナーのお申し込みは、狩野までメールください。 

 

 時間：10：00～12：00   場所：桜の聖母短期大学 保育室 

＊参加ご希望の方は、下記までメールでご連絡ください。 

＜連絡先＞ 狩野奈緒子（桜の聖母短期大学） naoko-k@ssjc.ac.jp 

 

 

               
                   赤くなったトマト第 1号！ 


